
議
員
提
出
第
十
七
号
議
案

私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
強
化
を
求
め
る
意
見
書

私
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
（
以
下
「
私
立
学
校
」
と
い
う
。
）
は
、
独
自
の
建
学

の
精
神
に
立
脚
し
て
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
、
公
教
育
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

我
が
国
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
す
る
中
で
今
後
も
持
続
可
能
な
社
会
を
継
続
す
る
に
は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
．
０
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
変
化
に
対
応
し
、
想
像
力
を
発
揮
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
学
校
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
同
時
双

方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取
組
が
推
進
さ
れ
た
一
方
で
、
学
校
間
の
格
差
も
鮮
明
と
な
っ
た
。

公
教
育
の
一
翼
を
担
う
私
立
学
校
が
、
国
が
進
め
る
教
育
改
革
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
知
識
や
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
基
盤
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
要
す
る
膨
大
な
経
費
を
全
て
各
私
立
学
校
が
負
担
す
る
に
は
自
ず

と
限
界
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
と
付
帯
設
備
の
長
寿
命
化
は
、
公
教
育
を
担

う
学
校
の
共
通
基
盤
を
整
備
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
責
務
と
し
て
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
私
立
学
校
が
今
後
と
も
我
が
国
教
育
の
先
駆
的
実
践
と
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
、
将
来
を
担
う
優

れ
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
財
政
基
盤
の
安
定
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
第

一
条
に
規
定
す
る
教
育
条
件
の
維
持
向
上
と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校

の
経
営
の
健
全
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
私
立
学
校
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
教
育
基
本
法

第
八
条
の
「
私
立
学
校
教
育
の
振
興
」
を
名
実
共
に
確
立
す
る
た
め
、
現
行
の
私
学
助
成
に
係
る
国
庫
補
助

制
度
を
堅
持
し
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
や
、

そ
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
就
学
支
援
金
制
度
の
拡
充
強
化
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。右

、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
九
日

大
分
県
議
会
議
長

麻

生

栄

作

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

参

議

院

議

長

山

東

昭

子

殿

内

閣

総

理

大

臣

菅

義

偉

殿

財

務

大

臣

麻

生

太

郎

殿

総

務

大

臣

武

田

良

太

殿

文

部

科

学

大

臣

萩
生
田

光

一

殿


